
ここがききたい！ 一般質問

問　
少
子
・
超
高
齢
化
・
人

口
減
少
社
会
に
対
応
す
る
た

め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ
ン

パ
ク
ト
シ
テ
ィ
形
成
の
要
と

な
る
Ｌ
Ｒ
Ｔ
事
業
が
、
31
年

運
行
に
向
け
ス
タ
ー
ト
す
る
。

軌
道
の
無
い
所
に
新
た
に
軌

道
を
敷
く
試
み
は
、
全
国
か

ら
注
目
を
浴
び
て
い
る
。

　
Ｌ
Ｒ
Ｔ
が
日
常
生
活
の
足

と
し
て
利
用
さ
れ
る
だ
け
で

は
な
く
、
市
民
や
企
業
が
愛

着
を
持
ち
、
守
り
育
て
る
と

い
う
高
い
意
識
付
け
な
ど
、

開
業
に
向
け
て
機
運
を
高
め

て
い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え

る
。
今
後
市
民
参
加
を
ど
の

よ
う
に
推
進
し
て
い
く
の
か
。

答　
Ｌ
Ｒ
Ｔ
事
業
が
将
来
に

わ
た
り
安
定
的
な
経
営
を
行

う
た
め
に
は
、
市
域
全
体
の

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま

で
、広
く
親
し
ま
れ
、
支
え

ら
れ
て
い
く
、
地
域
に
根
付

い
た
公
共
交
通
機
関
に
な
る

こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
自
分

た
ち
の
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
と
い

う
意
識
を
醸
成
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。

　
具
体
的
に
は
、
車
両
や
停

留
場
の
デ
ザ
イ
ン
な
ど
に
つ

い
て
の
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

や
、
路
線
名
の
愛
称
募
集
、

ベ
ン
チ
な
ど
の
施
設
整
備
に

対
す
る
寄
付
や
ネ
ー
ミ
ン
グ

ラ
イ
ツ
の
募
集
、
企
業
や
大

学
等
と
連
携
し
た
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
グ
ッ
ズ
の
開
発
、
車
両

の
試
乗
会
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
作

文
・
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど

を
検
討
し
て
い
く
。

　
Ｌ
Ｒ
Ｔ
が
市
の
新
た
な
シ

ン
ボ
ル
と
な
り
、
市
民
か
ら

愛
さ
れ
、
全
国
に
誇
れ
る
公

共
交
通
機
関
と
な
る
よ
う
、

積
極
的
に
市
民
参
加
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
く
。

Ｌ
Ｒ
Ｔ
事
業

市
民
参
加
の
推
進
を 山﨑 昌子

（自民党）

問　
25
年
の
国
の
統
計
調
査

に
よ
る
と
、
市
の
空
き
家
率

は
前
回
調
査
時
よ
り
増
加
し

て
お
り
、
今
後
も
ま
す
ま
す

増
加
が
見
込
ま
れ
る
。

　
①
所
有
者
が
特
定
で
き
な

い
空
き
家
へ
の
対
応
が
課
題

と
な
っ
て
い
る
が
、
民
法
に

基
づ
く
財
産
管
理
制
度
の
適

用
や
、
民
間
事
業
者
と
の
連

携
協
定
な
ど
、
官
民
協
働
に

よ
る
新
た
な
対
策
に
取
り
組

む
べ
き
。

　
②
少
子
高
齢
化
の
進
展
に

よ
り
、
対
応
困
難
な
空
き
家

の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
担
当
職
員
の
人
員
増

な
ど
体
制
の
強
化
を
図
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

答　
①
相
続
放
棄
に
よ
り
相

続
人
が
い
な
い
な
ど
、
所
有

者
の
特
定
が
困
難
な
事
案
に

お
い
て
、
モ
デ
ル
事
業
と
し

て
、
民
法
の
規
定
に
基
づ
き
、

家
庭
裁
判
所
が
財
産
管
理
人

を
選
任
し
、
空
き
家
の
管
理

や
処
分
を
行
う
財
産
管
理
制

度
の
活
用
を
進
め
て
い
る
。

　
ま
た
、
所
有
者
に
解
体
や

売
却
の
意
向
が
あ
る
も
の

の
、
資
金
調
達
や
相
続
未
整

理
の
課
題
が
あ
る
な
ど
、
行

政
が
主
体
的
に
関
わ
る
こ
と

が
困
難
な
事
案
も
増
加
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
金
融
機
関

や
弁
護
士
な
ど
の
関
係
団
体

と
の
協
定
締
結
な
ど
、
連
携

の
方
策
に
つ
い
て
協
議
を
進

め
て
い
る
。

　
②
現
在
、
構
築
を
進
め
て

い
る
関
係
団
体
と
の
連
携

や
、
今
後
の
業
務
量
の
推
移

な
ど
を
見
極
め
、
必
要
な
体

制
の
整
備
を
行
っ
て
い
く
。

官
民
協
働
で
新
た
な

空
き
家
対
策
を

金沢　力
（公明党）

問　
震
災
や
豪
雨
災
害
の
現

場
で
、
火
災
の
消
火
や
救

援
、
救
助
な
ど
で
活
動
し
た

の
が
消
防
団
で
あ
り
、
地
域

の
防
災
に
欠
か
せ
な
い
存
在

で
あ
る
が
、
全
国
的
に
消
防

団
員
数
が
減
っ
て
お
り
、
ま

た
、
若
い
世
代
の
加
入
率
も

減
っ
て
い
る
状
況
に
あ
る
。

　
全
国
的
な
消
防
団
員
数
の

減
少
と
団
員
構
成
の
変
化
が
、

消
防
団
の
運
営
に
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
が
、
今
後
、
適

正
な
規
模
の
活
力
あ
る
消
防

団
員
を
、
ど
の
よ
う
に
確

保
、
支
援
し
て
い
く
の
か
。

答　
市
消
防
団
員
の
充
足
率

は
、
全
国
平
均
93
％
に
比

べ
、
97
％
と
高
い
水
準
を
維

持
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
被
雇
用
者
の
割
合

は
全
国
平
均
71
・
9
％
に
比

べ
68
・
7
％
と
過
去
10
年
間

横
ば
い
状
態
で
あ
り
、
大
き

な
割
合
を
占
め
て
い
る
。

　
被
雇
用
者
の
団
員
が
活
動

し
や
す
い
環
境
づ
く
り
の
た

め
に
、
消
防
団
協
力
事
業
所

表
示
制
度
を
推
進
し
、
事
業

所
を
認
定
し
て
い
る
。
ま
た
、

小
・
中
学
校
へ
の
出
前
講
座

な
ど
を
通
し
て
、
消
防
団
活

動
へ
の
理
解
と
若
い
世
代
の

加
入
促
進
に
努
め
て
い
る
。

　
27
年
度
は
、
消
防
団
の
Ｐ

Ｒ
と
家
族
の
労
を
ね
ぎ
ら
う

た
め
、
消
防
団
ま
つ
り
を
初

開
催
し
、
各
種
メ
デ
ィ
ア
を

通
じ
、
消
防
団
の
必
要
性
を

広
く
ア
ピ
ー
ル
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
組
織
の
活
性
化
と

活
力
あ
る

団
員
の
確

保
に
つ
な

が
る
も
の

と
考
え
て

い
る
。

金子 武蔵
（自民クラブ）

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
市
長
の
政
治
姿
勢
（
健
康
寿
命
延

伸
）
②
子
ど
も
子
育
て
支
援
（
児
童

虐
待
防
止
対
策
ほ
か
）
③
国
際
観
光

都
市
に
向
け
た
食
文
化
の
環
境
づ
く

り
④
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
⑤
生

涯
学
習
事
業
「
宮
の
朝
活
」
講
座

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
市
長
の
政
治
姿
勢
（
Ｌ
Ｒ
Ｔ
を

中
心
と
し
た
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
構
築
、
Ｊ
Ｒ
駅
東
口
地
区

の
整
備
事
業
ほ
か
）
②
福
祉
行
政

（
認
知
症
対
策
、
保
育
士
確
保
策

ほ
か
）
③
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ

く
り
（
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

見
直
し
と
活
用
）
④
教
育
行
政

（
学
校
ト
イ
レ
の
洋
式
化
ほ
か
）

消
防
団
員
を
地
域
で

応
援
し
よ
う

そ
の
他
の
質
問
項
目

①
保
健
福
祉
行
政
②
イ
ベ
ン
ト
広

場
の
再
整
備
③
北
西
部
地
域
の
諸

課
題
④
仮
称
大
谷
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
開
通
に
伴
う
周
辺

道
路
整
備
⑤
第
30
回
宇
都
宮
マ
ラ

ソ
ン
大
会
⑥
教
育
行
政
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